
  

★  恩送り ★ 

卒業式が近付き、６年生に感謝の気持ちを伝える時期

となりました。学校では、２年生が「なかよしゆうびんき

ょく」を開き、その気持ちを配達する仕事をしました。は

がきを通して、学年を超えた心の交流がありました。 

去る２月１６日（水）昼休み、６年生を送る会について

の代表委員会（児童会役員、各クラスの学級委員）が開か

れました。各クラスからの提案には、６年生への感謝の

気持ちが表れていました。その感謝の気持ちは、豊原小

学校が大切にしてきた集団登校、縦割り清掃、なわ跳び

等の活動で培われてきたと感じました。子どもは、学校の教育活動に素直に反応し、意図したように人格を

形成していると実感しました。 

その代表委員会でのことです。あるクラスの学級委員が、「６年生が安心できるよう自分にできることを

していく」という趣旨の提案がありました。６年生から受けた恩を下の学年に伝える「恩送り」を意図して

いると思います。感謝の気持ちの恩返し、受けた恩を次に伝える恩送り、私が子どもから学んだことです。 

５月の運動会は、無観客、全校児童だけでの開催でした。学年別での開催とすると、下級生は何を上級生

から学ぶのだろうと考えました。また、上級生は下級生に何を残すのだろうとも考えました。そこで、全校

児童が学びあってこその運動会であろうと考え、無観客での開催を判断しました。よきスタートを切れたこ

とで、６年生が大きく成長し、下級生も６年生への感謝も気持ちを育むことができました。これも、保護者、

地域の皆様のご理解のおかげです。ありがとうございました。コロナ禍ではありますが、これからも、こう

した教育活動を大切にしていきます。 
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○フラワー委員会発表 

【２月 16 日】 

フラワー委員会の発表が放送朝礼で行われました。 

花についてもっと知ってもらうために様々なクイ

ズを出題しました。 

 クイズでは、多度津町の「町花」 

や校庭に咲くパンジーの花言葉につ 

いて等、身近な花についても触れ、 

花を大切にするよう全校生に呼びか 

けました。 

 

☆フラワー委員会は、学校の花をき 

れいに保つため、水やり等の手入れ 

に日々取り組んでいます。 

 

水やりの様子 

２年生「なかよしゆうびんきょく」 


